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会長挨拶及び報告
隈元雅博会長

　皆さん、こんにちは。
　平昌オリンピックも残すところあと１週間になり
ました。
　小平選手の金メダル、羽生、宇野選手の金銀ダブ
ル表彰台などうれしいニュースとその他様々な競技
で毎日感動をいただいています。
　ご存知のようにオリンピックは別名『平和の祭
典』とも言われます。
　オリンピック期間は基本的に停戦協定が結ばれ、
報道も規制されるようです。
　しかしながら今この時も、世界では内戦状態が続
く国々や政治的理由により難民となった人々が貧困
や病気に苦しんでいます。
　私自身も常にその人たちのことを思って生きるこ
とはできません。仕事中や余暇を楽しむ時間、仲
間や家族と団欒する時間、一人でリラックスする時
は、自分の中から、そのように苦しんでいる人々を
想う気持ちは薄れています。
　本当の話、自分が今生きている環境の中では常に
緊張状態ではいられません。
　ただ、本日は地域貢献と世界平和活動を考え、実
行するＲＣの例会です。せめてこの時間だけはその
ように苦しむ人々に、今何ができるかを考え、でき

る限りではありますが実行していきたいと思ってい
ます。
　先日国連ＵＮＨＣＲ協会から『命のメジャー』が
送られてきました。緊急事態の中で５歳未満の子供
の栄養状態を診断する最も確実な方法は、上腕の太
さをこのメジャーで測定することだそうです。深刻
な栄養失調になっている子供の上腕の太さは、ペッ
トボトルのキャップほどしか無いそうです。
　私たちにできることは限られています。しかし
ロータリアンとしてまだまだできることはあるはず
です。４年に一度の平和の祭典の最中、もう一度自
分自身ができること、家族や仲間と共にできる地域
貢献と世界平和活動について考え、実行していこう
ではありませんか！

報　　告
１．第８回理事会が２月５日に開催されましたので

報告を致します。
①会計報告〈報告〉＊承認
　　異義なし
②ＮＰＯ法人かものはしプロジェクト卓話について

＊承認
　　５月７日例会内にて（30分程度）
　　講演料：10,000円
③戦国の里・三舟山＆郡ダムお花見ウォーク開催

にあたり協賛について　＊承認
　　例年通り１万円の協賛
④2018年度かずさ市民応援団会員登録更新につ

いて　＊承認
　　例年通りゴールド会員（５口）として登録更

新する
⑤新理事会開催について　＊承認
　　３月５日例会終了後 13時30分～
⑥その他：次回理事会について　＊承認
　　３月５日例会前 11時30分～　

２．２月10日（土）ロータリー財団補助金管理セ
ミナーが開催されました。

　　当クラブからは次年度ロータリー財団委員長
　大川会員、次年度ガバナー補佐　吉野会員、次年

度幹事　岡野会員が出席されました。お疲れ様で
した。後程、大川委員長予定者より報告をお願い



します。
３．２月12日（月）ＲＬＩ（ロータリー・リー

ダーシップ研究会）partⅠが開催されました。
　　当クラブからは、岡野副幹事・黒岩会員・大住

会員・武田会員・福田会員・佐々木会員が出席さ
れました。後程、武田ＳＡＡより報告をお願いし
ます。

４．２月17日（土）～18日（日）第41回ＲＹＬＡ
セミナーが開催されました。

　　当クラブからは、地区ＲＹＬＡ委員長　阿部昭
広会員、ＲＹＬＡ実行委員会委員　吉野会員、黒
岩会員・岡野会員・佐々木会員・参加ロータリア
ンとして福田会員・平野会員・村上会員、参加青
少年として木信産業（株）の坂部様、三木造園土
木（株）の大森様と刈込様が参加されました。お
疲れ様でした。３月19日、阿部委員長より報告
をお願いします。

５．２月17日（土）スリランカセミナーが開催さ
れました。

　　当クラブからは、2790地区国際奉仕委員長
　鈴木会員、当クラブ国際奉仕委員長　大住会員、

国際奉仕副委員長　大森会員が出席されました。
お疲れ様でした。後程、大住委員長より報告をお
願いします。

幹　事　報　告
荒井潤一郎幹事

１．例会変更についてのお知らせ
　〈木更津ＲＣ〉
　　①日時：３月１日（木）休会
　　　理由：２月25日の地区大会を移動例会とする
　　②日時：３月22日（木）休会
　　　理由：クラブ定款第８条第１節Ｃ項による
２．２月23日（金）周西小学校にて出前教室が開
催されます。
　　講座を開講してくださる職業奉仕委員会の川
名会員、永嶌会員、原田会員、西山会員、黒岩会
員、宮本会員、中野会員宜しくお願い致します。
　　集　合：９時45分　周西小学校（現地集合）
　終了予定：12時
３．２月24日（土）君津ライオンズクラブ創立50
周年記念式典が開催されます。
　　場　所：オークラ・アカデミアパークホテル
　　受　付：13時30分～
　　式　典：14時30分～
　　出席者：隈元会長・岡野副幹事
４．２月24日（土）、25日（日）第2790地区の地
区大会が開催されます。
　　24日は早見副会長・私（荒井幹事）が出席し
ます。翌日25日は当クラブ会員21名が出席予定

です。集合は朝７時30分、ホテル千成です。
５．３月４日（日）君津市少年野球連盟総合開会式
が開催されます。
　　場　所：君津市民文化ホール（中ホール）
　　時　間：13時～
　　出席者：早見副会長
６．甲府東ＲＣとの合同例会・交流会に出席される
方は事前に会費を集金します。
　　事務局までお願いします。（会費は15,000円です）

〈回　覧〉
１．君津ＲＣ週報
２．第４分区週報
３．ＲＬＩ（ロータリー・リーダーシップ研究会）

partⅢの出欠の案内
４．ロータリー手帳の申込みについて（2017－

2018年度版）
５．2018年決議審議会立法案提出のご案内
６．ザ・ロータリアン（英語版）
７．第４分区親睦マージャン大会の出欠の案内
８．ハイライトよねやま　

〈配布物〉
１．例会プログラム

委　員　会　報　告
ロータリー財団委員会
2018－19年度ＲＩ第2790地区ロータリー財団補助
金管理セミナー出席報告

大川裕士次年度委員長
　２月10日土曜日ＴＫＰガーデンシティ千葉で行
われました、補助金管理セミナーヘ次年度ガナバー
補佐の吉野会員、次年度幹事の岡野会員と出席して
参りました。
　ガバナー、ガバナーエレクト、現委員長、次年度
委員長の挨拶、次年度委員長による次年度委員会の
構成説明、各委員長による委員会説明、補助金申請
の説明がありました。
　ロータリー財団委員会活動を理解している会員だ
けが出席している、次年度への引継ぎ説明会の様で
あまり理解出来ませんでしたが、最低限の内容を報
告させて頂きます。

2018－19年度の申請期日等は、
　申請書提出期間：

2018年３月１日～３月31日締切り（当日消印
有効）

　審査期間：
　　2018年４月１日～４月15日
　プロジェクト実施期間：



　　2018年７月１日～2019年３月31日
　最終報告書提出期日：
　　プロジェクト終了後１ケ月以内
　　最終期限は2019年４月30日です。

地区補助金の対象となる事業は、３つあり、
１．財団の使命にあてはまる活動
１．ロータリアンが積極的に関与する活動
１．地区ロータリー財団委員会が定めた条件に合

致する活動です。

　地区補助金の対象となる活動・ならない活動の具
体例の定めが18例記載されています。当クラブの
活動に該当するだろう具体例としては、１）クラブ
が毎年継続して活動しているものについては、過去
に申請され、承認されたものは、その後概ね５年間
に１回申請出来ることとしている。２）植樹や環境
保全、環境美化活動、公園の遊具やベンチ、これら
の維持管理道具類の寄贈は、地域社会全般に役立つ
ものであれば適格です。の２例かと思います。地域
のニーズが高い子供達の研究・学習・放課後のプロ
グラム支援事業も可能ですが、補助金の対象となら
ない場合もありますので、事前に地区ロータリー財
団委員会にご相談ください。との例は、職業奉仕委
員会活動に係るのかと感じますが、過去４年間では
申請していないので対象外なのかと思っています
が、要相談かなとも思います。
　補助金額は３年前の年次基金寄付を地区財団活動
資金と国際財団活動資金に50％ずつ配分され、基
準に当てはまる予算項目の合計額の50％を目途に
し、１クラブに配当する金額は30万円を上限とし
ます。
　又、前年度、年次基金寄付ゼロクラブは補助金授
与の対象から除外されます。とのことです。
　ついでながら、過去４年間の地区補助金授与内訳
は2014－15年度は27件、2015－16年度は30件ロー
ターアクト１件対象外１件、2016－17年年度は38
件対象外３件、2017－18年度は33件です。
　４年連続授与しているクラブは君津ＲＣ含めて９
クラブあり、ゼロは21クラブあります。
　2018－19年度の覚書（ＭＯＵ）提出クラブは84
クラブ中69クラブとのことでした。
　次に分区の名称変更についてです。2018－19年
度より分区をグループに変更します。第３分区はＡ
とＢがありますので、第４分区は第５グループと名
称変更になります。以下繰り下げになります。
　年次基金寄付が過去２年ゼロでないのは日本だけ
とのことで、是非続けたいと櫻木次年度委員長が言
われました。2790地区内で２月10日時点で年次基
金寄付ゼロクラブが多くあるとのことですが、第４

分区からは呼ばれませんでした。
　途切れるとガバナーに恥をかかせることになるの
で年次基金寄付ゼロクラブをなくす為、対策をガバ
ナー補佐に任せるとのことでした。第５グループで
は吉野ガバナー補佐が担当です。
　最後に、宇佐美委員長も地区の年次基金寄付目標
として、年次基金寄付１人150ドル、ポリオプラス
１人30ドルを是非お願いしたいと、とりわけ、ポ
リオプラスに対しての思い入れが強かったです。ポ
リオ常在国は３ケ国ありますが、もう少しで根絶出
来るとのことでした。
　日本でのポリオ接種費用は１人当り１回5000円
で４回接種、計２万円掛り、新生児100万人として
200億円必要になるとのことでした。
　報告している本人が、よく分からないままでの報
告で申し訳ありません。今後勉強したいと思ってい
ます。以上報告を終わります。
　ありがとうございました。

国際奉仕委員会
スリランカセミナー参加報告

大住昌弘委員長
１．日　時：

2018年２月17日（土）10時30分～13時30分（昼
食懇親会含む）

２．場　所：
　三井ガーデンホテル／千葉市
３．参加者：
　スリランカ大使館参事官：
　　サマンタP.K.ウィジェセーカラ氏
　日本スリランカビジネス評議会：
　　チャンディカ・ペレーラ氏
　米山奨学生学友等、スリランカ関係者数名

外務省広報関係嘱託員（セレンディップパート
ナーズ代表）：中島優子氏

　国際ＲＣ2790地区ロータリアン約25名
（当ＲＣより、鈴木直前会長、内山会員、大森会
員、大住の４名が参加）

　合計約４０名
４．概　要：

・昨年、ＲＩ2790地区奉仕プロジェクト関係者
などがスリランカの人たちの雇用拡大と自らの
事業展開の観点で、スリランカ大使館を訪れた
ことがきっかけとなり、今回セミナーの開催と
なった。

・本セミナーは、ＲＩ2790地区国際奉仕委員長
で君津ＲＣ直前会長の鈴木氏が企画・運営を
行った。このセミナー開催に際し、鈴木さんか
ら大使館参事官に、いい加減にしてくれと言わ
れるほど具体的な質問を提起した、とのこと



で、準備に随分力を掛けられた模様。
・今回のセミナーにはスリランカへの国際奉仕に

かかわっていたり、スリランカにビジネスや同
国人の雇用に関わるロータリアン中心に集まっ
た。

・スリランカ大使館からプレゼン内容の中で、
スリランカ人は、①勤勉であること、②温和で
あること、③知識レベルが高いこと、のＰＲが
あったが、我々が１月にスリランカを訪問した
際実感したり、実際にスリランカ人を雇ってい
る人から同様な意見が出され、違和感はなかっ
た。同国人の大半が敬虔な仏教徒であることも
理由であると思う。

・同国への事業投資として、自動車販売・修理、
日本人が安心できる観光地でのホテル経営やそ
こにつながる主要な地点での休憩所の経営など
色々なアイデアが提示され、簡単ではないが可
能性はあると思う。

・スリランカで事業をする際、リスク回避の観点
から信頼できる現地パートナーを見つけるため
には、基本的には在日スリランカ大使館や日本
スリランカビジネス協議会に相談してほしい、
とのことだった。

５．君津ＲＣとして継続的な国際奉仕活動をするべ
きだと考えており、スリランカには水事情の悪い
環境にいる子供たちが多く、今年度実施した浄水
器の贈呈等続けることに会員の理解を得たい。

　　また、同国の子供たちを支援する基金の設立な
ど、心ある有志の協力を得たい。

ロータリーリーダシップ研究会パートⅠに参加して
武田富士子会員

　君津ＲＣからは、黒岩会員・岡野会員・佐々木会
員・福田会員・大住会員、そして私武田が参加し
てきました。受講者は県外からの方を含め75名、
ファシリテーター役の方や役員の方々が約３０名の
参加の元に開催されました。鈴木会員は、役員とし
て参加してくれました。
　ロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬＩ）
パートⅠのカリキュラムは、６つのセクションにて
行いました。１セッション50分×６時限の構成で
す。
　　①リーダーシップの本質をつかむ
　　②私のロータリー世界
　　③倫理と職業奉仕
　　④財団とＩ/私たちの財団
　　⑤会員を引き込む
　　⑥奉仕プロジェクトを創造する
　１セッションを小グループによるファシリテー
ション手法での展開とされ、ファシリテーターによ

る質問事項・話題提出事項に参加者が意見交換・
ディスカッションするというものでした。ディス
カッションは、自分たちのクラブの活動のことを発
表し、他のクラブの活動内容を聞く事が出来まし
た。そしてこの小グループはセッションごとにメン
バーが入れ替わり、いろいろなクラブの活動を聞き
ながら、自分たちのクラブの活動をピーアールする
事が出来、参加者同士名刺交換をして親睦を図るこ
とも出来ました。とても有意義な時間でした。た
だ、④番目の「私たちの財団」の時間は、財団の
知識が乏しかったので苦労しました。設問…なぜ
「ロータリー財団」はＲＩと分離されているので
しょうか？と聞かれました。どう答えたら良いのか
解りませんでした。セッションに参加後の今もいま
だ理解できていない自分がいます。財団の事をもう
少し理解しておくべきだったと感じました。今後ク
ラブとして財団についての勉強会があっても良いの
かななんて思いも致しました。
　今回ＲＬＩに参加してとてもよかったと思い、
パートⅡへの参加申込みを致しました。是非皆様も
機会がございましたら、ご参加してみてください。

公共イメージ向上委員会
「ロータリーの友」２月号紹介

松井泰次郎委員
　ロータリーの友の２月号の記事についてご紹介を
致します。時間の関係で縦書きから２記事、横書き
から１記事を紹介致します。今月号は特に「平和と
紛争予防『平和に寄せる思い』」に関わる記事の特
集号になっております。
　先ずご紹介するのは横書きＰ８ページ目に掲載さ
れている「原爆から生き残る」と題された川妻二郎
さんの記事です。川妻さんが出来る事として

１）世界平和を願いながら原爆から生き延びた樹
木の苗木を植樹すること

２）平和のメッセージを少しでも多くの世界に伝
えること

　が記載されています。私の父は終戦を九州の久留
米で終えたのですが、久留米から石川に戻る際に広
島を通過した際、見渡す一面「焼け野原で言葉も出
なかった。」と言っていた事を思い出しました。
　今、各アスリート達が活躍しているピョンチャン
オリンピックで、今一心が晴れない気分でオリン
ピックの放送を見ているのは私だけでしようか？北
朝鮮の核兵器問題について我々が出来ることはない
のか考えさせられる問題と思います。
　二つ目は、縦書きＰ.４～８ページに掲載されて
いる「戦線からの生還・開拓・奨学金」の今泉さ
んの記事です。約19万人もの戦死者を出したイン
パール作戦に参戦された今泉さんのビルマ奨学会を



設立された貴重な講演記事です。60歳を過ぎて、
1989年に総収入1000万円を叩いて今泉記念ビルマ
奨学金事業をつくられたそうです。その思いは、世
界一の親日のミャンマーの方々と戦死された戦友達
に対し、

１）戦時中の恩返し（ミャンマーの人達には平和
で幸せになって欲しい）

２）天国にいる戦友たちに申し訳ない
　との思い一身でこの28年間継続されて来ている
とのことです。
　平和への思いに関する掲載記事２件を紹介させて
頂きましたが、私自身、今泉さんと同じ年齢になっ
ていますが世界平和の為に何が出来るのか考えさせ
られるこの２月号でした。今後、この君津ＲＣで
「世界平和と社会奉仕の精神」を自分なりに出来る
だけ貢献できればと改めて思った次第です。
　三つ目は、縦書Ｐ.32ページに当クラブ「枝豆収
穫体験を通じた地域交流」の記事が掲載されまし
た。皆さん、是非ご覧下さい。

プ　ロ　グ　ラ　ム
卓話「ホームステイの受け入れは、国際理解の第一歩！」

君津市国際交流協会　金子憲枝様
　君津市とＫＩＥＳでは2016
年度からホームステイの受け
入れをしています。千葉県内
の高等学校を表敬訪問する、
台湾やマレーシアの学生達が
今までのゲストでした。そん
な中、昨年と一昨年の十二月
にマレーシアの学生を受け入
れるホームステイのお手伝い
をしました。
　一昨年からの経験を紹介します。実際に我が家に
は泊まって頂いたわけではなく、大きなご自宅に
暮らしている方のお宅に四名の生徒を受け入れまし
た。英語が苦手なホストの方は、受け入れるのはい
いけど、ホストの主婦が自分一人では心配との事
で、キーズの日本語教室の仲間が二人、お手伝いを
する事になりました。それが新村さんと私です。
　私達三人は、普段から国際交流協会の日本語教室
で、外国出身者に日本語を教えているため、外国出
身者との交流はありますが、ホストの広上さんと新
村さんは、英語があまり得意ではなく、でたらめ英
語でも臆さず話す私の英語力が買われて、初年度は
戦力として協力を求められました。でも、実を言う
とホームステイには英語力はあまり必要ではなく、
言葉が通じないで身振り手振りで必死になって伝え
る事の方が楽しいので、私のでたらめ英語はどうで
もよかったんです。

　ただ、最初の年に役立ったと思った事は、私がム
スリムで、ゲストの彼女らの食生活や生活習慣につ
いてをよく知っていた事で、生徒さんが余計な心配
をせずに安心して食事をし、お腹いっぱい何でも食
べて満足して帰ってくれた事でした。このことは私
の方で感謝したいくらいでした。（ムスリムとはイ
スラム教を信仰する人の事）
　夕方に対面式があり、食材を買いに行って夕食を
食べ、一晩眠って翌朝朝食を終えたらもう送ってい
く時間。こんなに短時間のホームステイ受け入れ体
験は、四人の可愛い娘達の涙と、君津のおばちゃん
達の涙・涙のお別れになりました。最初は「部屋が
あっても英語が出来ないから」と、渋っていたホス
トの広上さんが別れ際にいつまでもゲストの女の子
の手を握って離さなかった姿が印象的でした。
　彼女達は帰国後も時々メールを送ってくれたりし
て、「インシャーアッラー、いつか日本へ留学した
ら、お母さん達に会いに行きます。」と言ってくれ
ます。その日が待ち遠しいです。（インシャーアッ
ラーとは神のお許しがあればという意味で、ムスリ
ムがよく使う言葉です。）
　さて、「楽しかったけどあっという間だったね
～！」「あれもしたかったね！」「こんな風にすれ
ばよかったね。」と、反省したかと思うとあっとい
う間に一年が過ぎ、秋が近づくとまたホームステイ
受け入れの話が持ち上がりました。「今年もマレー
シアからだって！」「今度もクアラルンプールの生
徒みたいだよ！」色んな声が聞こえてきます。初年
度あんなに楽しかったから、今度は自宅で受け入れ
たくてしかたがない私は、帰って直ぐ夫に相談しま
すが…、夫の帰宅がとても遅く、朝は６時過ぎには
出勤なので、家主がほとんど家に不在の状態で受け
入れは無理でしょうとのこと。がっかりしていまし
たが、広上さんが二年続けて受け入れて下さること
になり、今回も新村さんと金子さんのコンビが広上
さんをお手伝い致しました。
　「マレーシアからのゲストはほとんどがムスリム
の様だ。」ということで、受け入れるホストの方も
身構えてしまったようです。やっぱり「イスラム教
＝食べ物が難しい」と思われてしまったのですね。
市役所の担当の方も、その対応をどのようにしよう
かと対策をＫＩＥＳに相談にみえたそうです。
　その点で白羽の矢が私に立ちました。内心チャン
スと思って心が踊りました。商業的ではないハラー
ルは難しくないことを説明できるこの上ない機会だ
と思ったからです。
　お伝えした大きなポイントは次の通り。食事で気
を付けてあげて欲しい事は三つだけ。「お肉は豚
肉はもちろんダメですが豚肉でないお肉もハラール
処理されたものを使用すること」「豚肉由来の材料



を使わないこと」「アルコールとアルコールを含む
調味料を使わないこと」この三点だけです。魚や野
菜は全く問題ないので、一般的な和食は大概作るこ
とが出来ます。とお伝えしたら驚かれていました。
（ハラール処理されたお肉は業務スーパー等で購入
出来ます。）
　近年の日本でこそ大型の動物肉を食べる様になり
ましたが、古来日本人が親しんできた和食は実は
ハラールフードにとても近い物です。もしもムスリ
ムの方を食事に招く機会があるとしたら、精進料理
を思い浮かべて下さい。鰻や穴子、房総でしたら美
味しいお魚や季節の野菜の天ぷら、里山と海に面し
た自然の恵みが沢山あります。ホームステイでは、
一緒に食べるお食事は夕食と朝食の二回でしたが、
揚げたての天麩羅から朝摘み苺のデザートまで堪能
し、朝食には初めて作った自作のおにぎりを味わ
い、腹ごなしに川沿いへお散歩に出かけ、部屋には
忘れ物を二つもして帰りました。帰り際に「今度は
クアラルンプールで会おうね！」って、今回は笑っ
て別れるつもりだったのに、何故だかまた涙の別れ
になってしまいました。
　今年度のゲストはクアラルンプール近郊のセコン
ダリースクールの生徒達。実は、その時点で私と夫
が一月にクアラルンプールに数日旅行することが決
まっていました。ですから、今度こそはインシャー
アッラー私が彼女達に会いに行けるかもしれないと
思っていました。（まさか忘れ物を届けるとは思い
ませんでしたが。）
　一月のクアラルンプールは雨期で南国なのに思っ
ていた程暑くなく、最高気温は28度くらい。冬の
日本から行くと暖かくてとても過ごしやすかったで
す。学校へは電話連絡をし、校長先生と打ち合わせ
て忘れ物を届けながらご挨拶にうかがうことになり
ました。実際にうかがいますと学校内を校長先生自
らが案内して下さり、授業や研究発表の様子を見学
させて頂きました。教育に携わる夫にも大変有意義
な経験になりました。また、見学中に授業を受けて
いる生徒の中にゲストの生徒がいて、私を見つけて
大興奮するものの、それを抑えて静かにはしゃぐ子
がいたり、日本に引率してきた先生が授業をしてい
る教室へ入っていって、校長先生が担当の先生を驚
かせるサプライズがあったりと、学校内でも一時日
本へタイムスリップしている様でした。
　翌日校長先生と事務長さんにクアラルンプールに
次ぐ新しい町などを案内して頂き、ゲストの女子
生徒の自宅へお茶に伺ったりしましたが、文字にし
て書き表しようのない様な、お城の様な豪邸に住ま
われていて、思い出しただけでも腰を抜かしそうで
す。
　振り返ってみると、マレーシアでお二日間を入れ

ても、彼女達との接点はたったの四日間。それな
のに、かけがえのない友人を手に入れた様な思いで
す。
　ホームステイの受け入れは簡単ではないと思いま
す。私の家庭でも以前は出来ていたけれど、今は出
来ません。ただ、思っているよりも難しいものでは
ないと思います。大変だったら誰かの協力を得るこ
ともできると思います。ちょっとしたアイディア次
第ではないでしょうか。
　タイトルにもした国際理解の第一歩にもつながる
ホームステイですが、おもてなしをしたいと思う
と、相手のことをより理解しようと思います。単に
知識としての情報収集ではなく、思いやりの気持ち
で情報集めをします。その事が真の国際理解に繋が
るのではないでしょうか。一緒に食事を摂りなが
ら、片言の日本語や英語で家族の事や国のことを話
して別れていく。たったそれだけかもしれません
が、ゲストにはずっと一生の思い出になることで
しょう。ホストやホストをサポートする私達には海
の向こうの異国の文化を垣間見せてくれる貴重なひ
と時になります。
　まだ知らない文化を新しく知るという事は、とて
も大切な事ですが、島国に住む私達日本人にとって
は簡単に出来る事ではありません。それをあっちか
らやってきてくれるというのですから、こんなチャ
ンスを逃す手はありませんね！

ニコニコＢＯＸ
隈元　雅博	 現在、国際ロータリーには会員が

120万人います。国際ライオンズが
140万人、国連ＮＧＯである国際青
年会議所（ＪＣＩ）には約16万人の
会員がいます。今後、ＲＣやライオ
ンズクラブ、また国際青年会議所の
会員と世界で活躍する国境なき医師
団や赤十字などのＮＧＯメンバーが
その枠を超え、４年に一度『真の平
和の祭典』が行われることを真剣に
考えていきたいです。

	 世界平和は自分たちだけのものでは
無く、世界で共有するものだと考え
ます。

		 ～Think Glocal～（シンク グローカ
ル）「地域貢献と世界平和活動の両
立」を共に目指して行動しましょう！

荒井潤一郎	 新村様、金子様、本日はお忙しい
中、貴重な卓話ありがとうございま
した。

川名　正志	 記念日の品、頂きました。ありがと
うございます。又、出前教室の写真



も頂きました。
宮本　茂一	 ２人目の孫ができました。これで、

おじいさんの『らくいん』を確実に
押されました。

新井　正一	 欠席続きで申し訳ありません。出席
できる時は精一杯がんばります。誕
生祝いありがとうございました。

黒岩　靖之	 ２月17.18日に開催された第41回
ＲＹＬＡセミナーに参加された皆
様、ご苦労様でした。皆様の協力で
素晴らしいセミナーになったと思
います。次年度は2019年２月２日
（土）～３日（日）に岩井海岸甚五
郎で開催いたします。たくさんの青
少年・ロータリアンの参加をお願い
いたします。

鈴木　荘一	 先週はＲＹＬＡに当社の社員がお
世話になり、ありがとうございまし
た。また土曜日はスリランカセミ
ナー、無事終了しました。心より感
謝します。

岡野　　祐	 先週はＲＬＩとライラ活動とロータ
リー活動に参加してきました。今度
の日曜は地区大会です。皆様よろし
くお願い致します。

倉繁　　裕	 年初の株高が２月に大きく下落し、
また足元の円高の動きがあり、想定
以上の変動が発生しています。実態
経済が堅調に推移している中、特に
円高ドル安の動向が、国内産業の外
乱にならないことを願っています。

大住　昌弘	 久し振りの例会参加です。その間
ＲＬＩ、スリランカセミナーに参加
し、参考になりました。只、２回と
もロータリーバッジが会社に置きっ
放しになり、マナーが悪かったと反
省しています。

中村　圭一	 先日、人見神社さんにて後厄のお祓
いをやっていただき、その夜は千成
さんにて家族全員（９名）で中華の
宴をさせていただきました。ロータ
リーの皆様には、公私にわたりお世
話になっています。ありがとうござ
います。

小川　哲也	 金子様、貴重なお話をありがとうご
ざいました。ライラに参加された皆
様、ご苦労様でした。

時下　俊一	 ＲＹＬＡセミナーご参加の皆様、お
疲れさまでした。

吉田　雅彦	 金子様、本日は卓話頂きありがとう

ございました。ホームステイをもっ
と身近なこととして考えていくよう
にしていきたいと思います。

廣田　二郎	 いよいよ吉野ガバナー補佐始動で
す。皆様のご協力をお願いします。

谷口　弘志	 連日ＴＶや新聞紙上で平昌五輪の
ニュースが取り上げられています
が、昨日の小平選手の金メダルで日
本は過去最多の10個目のメダルに並
んだそうです。過去最多の長野越え
を期待して応援しましょう。

遠田　祐治	 昨日は、君津製鉄所の駅伝に参加し
ました。天気は良かったのですが、
強風で寒かったです。順位には課題
が残りましたが、完走したので良し
とします！

村上　　進	 皆様、こんにちは！金子様、卓話あ
りがとうございました。

	 昨日のライラは楽しく参加させて頂
き、若い子達との交流も勉強になり
ました。

松井泰次郎	 ピョンチャンオリンピック、日本
人アスリートすごい！金メダルラッ
シュですね。ラージヒル、パシュー
トが楽しみです。皆さんで応援しま
しょう。

内山貴美子	 皆様、お久しぶりです。すっかり
ご無沙汰してしまいすみませんでし
た。金子様、新村様、本日は来訪あ
りがとうございました。ＲＹＬＡセ
ミナーに参加されました皆様、お疲
れ様でした。多くの会員が参加され
て大変嬉しく思います。私も来年は
参加したいです！

佐々木昭博	 ２月16～18日の３日間、第41回Ｒ
ＹＬＡセミナーの実行委員として活
動させて頂きました。去年はウォー
クラリーの参加者、今年は裏方の実
行委員をやってみて、参加青少年へ
のＲＹＬＡセミナーの影響力を改め
て認識出来ました。有難う御座いま
した。

前田　　亮	 オリンピック毎日応援しています。
がんばれニッポン！

福田　順也	 昨日、一昨日とライラに出席して
きました。楽しい時間を過ごす事が
できました。ありがとうございまし
た。

中野　賢二	 事務所の改装工事が大半進みまし
た。昔の汚い事務所が見違えるよう



に綺麗になったので、皆さん遊びに
来て下さい。

喜多見　貴	 先週の火曜日、水曜日と息子の公立
高校の受験日でした。明日が合格発
表です。祈るばかりです…

谷　　浩司	 先日、オックスフォード大学が発表
した５年後には無くなる仕事にメイ
ン顧客の仕事が入っている事を知り
ました。あくまでもイギリスの話な
ので日本にあてはまらないと思いま
すが、市況がめまぐるしく変化する
時代に無くてはならない会社にする
為に考えていかなければと思いまし
た。

西山　　肇	 金子様、卓話ありがとうございま
す。23日（金）周西小学校の出前授
業に行ってきます。

坂本　直樹	 インフルエンザの流行のピークは過ぎ
たようですが、今シーズンはかからず
に済みそうです。引き続き、うがい・
手洗いの励行で防止に努めます。

宮嵜　　慎	 金子様、新村様、ご来訪ありがと
うございました。昨日は、福島県浪
江町の草野神社に行ってきました。
震災後、現地では７年振りで斎行さ
れ、感慨深いお祭りとなりました。

	 これからも奉仕の精神でがんばりま
す。

髙橋　雄一	 昨日、一昨日とロータリー活動に参
加できず、大変申し訳ありませんで
した。

	 皆様、お忙しい中お疲れ様でした。
大森　俊介	 新村様、金子様、本日はありがとう

ございました。土曜日に、スリラン
カセミナーに鈴木さん、大住さん、
内山さんと参加してきました。他、
ＲＣの皆様の意識の高さに刺激を受
けてきました。ちょっと頑張ろうと
思いました。

大川　裕士	 今日は二十四節気の「雨水」の始
まり。降る雪は雨に、張った氷は溶
けて水になる、農耕の準備が始まる
時期です。また、お雛様を飾る日で
す。次は、啓蟄。寒さももう少しの
辛抱です。アジア三連続開催のオリ
ンピック開幕戦の平昌オリンピッ
ク、日本選手頑張ってます。

	 新村様、金子様来訪ありがとうござ
います。


